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1. はじめに 

2004 年 3 月末から 8 月末までの 5 ヶ月間米国のブルックヘブン国立研究所（BNL）に

滞在しました。私が BNL についた 3 月末はまだあちらこちらに雪が残っており、寒かっ

たのを覚えています。BNL はニューヨーク州のロングアイランドのほぼ中央にあり、ニ

ューヨーク市のマンハッタンから東へ車で約 1 時間のところにあります。大きな施設と

しては相対論的重イオン衝突装置（RHIC）があります。私は BNL の核データセンター

（NNDC）でゲルマニウムについて中性子入射反応断面積核の評価を行いました。以下に

NNDC の様子や私が行った仕事、生活環境について簡単ですが、紹介したいと思います。 

 

2. NNDC 

私が BNL についた頃、NNDC では彼

等のインターネットのホームページ

（http://www.nndc.bnl.gov/）を一新し、

公開しようとして盛り上がっていまし

た。NNDC では毎週木曜日の朝に内部

の会合を開いていましたが、新しいホ

ームページを公開した直後の会合では

アクセスの統計を見て大変真剣に話し

合っていたのを覚えています。たぶん

WWW のアクセス数なども自分たちの

必要性をアピールし、予算獲得などに

つながるのだと思います。NNDC は現

在 10 数人いて、原子核構造データベー



― 93 ― 

スの ENSDF や関連ツールまた、中性子反応核データファイルの ENDF、文献データベー

スの NSR などについて、それぞれグループに分かれて活動しています。そのほか計算機

関連を管理している人や秘書などがいます。新しい WWW のページも自前で作ったよう

です。あと Mughabghab はすでに引退しているのですが、朝少し遅くやってきて、夕方ま

で私の隣の部屋で元気に仕事をしていました。私の滞在中に彼の 70 歳の誕生日がきて、

NNDC のメンバーといっしょに近くのレストランでご馳走になりました。私が以前にオ

ークリッジで一緒に仕事をさせてもらった J. Harvey も引退していましたが、研究所にや

ってきてマイペースで仕事をしていたのを思い出します。年をとっても働きたい人は働

けるという制度はアメリカの研究所のいいところかも知れませんね。 

 

3. 仕事 

BNL では NNDC の M. Herman や S. 

Mughabghab、P. Oblozinsky 等と仕事をしま

した。私は主に EMPIRE という計算コード

を使って ゲルマニウム同位体（5 核種）の

中性子入射反応の核データを評価しまし

た。EMPIRE というコードは M. Herman 等

が作っている核反応の計算コードで、私が

滞在している間も盛んに改良していまし

た。EMPIRE の特徴としては核データ評価

計算に必要な色々なコードが組み込まれ

ていることで、中性子入射反応のみでなく

重イオン入射反応まで扱うことができる

ようになっています。その他に、グラフィ

カル・ユーザー・インターフェイス（GUI）がついていたり、計算結果から ENDF-6 フォ

ーマットのファイルを作ってくれたり、また実験データベースの EXFOR の検索を自動で

行 い 計 算 と の 比 較 の 図 を 描 い て く れ た り も し ま す 。 EMPIRE は 

「http://www.nndc.bnl.gov/empire/」から入手できますので試したい方はどうぞ。色々盛り

だくさんですが、ただし予め用意されている手順以外のことをやろうとすると複雑な分

だけ解読に時間がかかり、改良して計算するのは結構大変だったりしました。また共鳴

パラメータからの計算値と実験値の断面積の比較図を見ながら Mughabghab と共鳴パラ

メータのフィッティングもやりました。手動フィッティングでしたが、彼の経験値が高

いので何度か繰り返すことで、比較的よく実験値を再現することができました。

Mughabghab は共鳴パラメータを編集した BNL-325 と呼ばれる本で有名ですが、来年新し

い本を出すそうです。 
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4. 生活環境 

今回の滞在では、家族とともに BNL の中にあるアパートに住みました。アパートは木々

に囲まれ、山奥の別荘に来ている雰囲気を味わえます。鹿やリスがアパートすぐ近くを

うろつき、夏には蛍がたくさん飛んでいるのを見ることができました。蛍たちはたまに

部屋の中まで入ってきたりしました。蛍だけならいいのですが、日本では見かけたこと

がなく、部屋にはあまり入ってほしく無いような虫たちもたくさんやってきました。こ

のようにブルックヘブンでは、日本ではあまり味わえないような自然を満喫できました。 

 

5. あとがき 

オリンピックの開催期間の前半はまだアメリカに滞在していたので、メダルラッシュ

に日本中がにぎわったにも関わらず、私自身はオリンピックに関してはいま一つ盛り上

がりに欠けて残念でした。しかし、日本を離れ 5 ヶ月間ブルックヘブンで過ごし、色々

大変なこともありましたが、家族ともどもそれなりにいい経験をつめたのではないかと

思っています。 

 


